
学校番号 3008 

令和３年度 保健体育科 

 

教科 保健体育 科目 
体育 単位

数 
２単位 年次 ２年次 

使用教科書 最新高等保健体育 （大修館書店） 

副教材等 最新高等保健体育ノート （大修館書店） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業では、その競技の特性を理解し、個人または集団での協働による取組みを行う。 

・準備運動では、体力の向上を主として、発声や他者の動きに合わせるなど、規範意識も養って

いく。 

・各競技において、「ルール理解→技能習得→自動化→実践形式」といった一連の過程で取組み、

自己の気づきや取組みを表す場面をつくる。 

・学期の初めに、ラジオ体操第二のテストを行い、動きや指示、号令の習得を目指す。 

・水泳授業では、欠席数を補習授業にて補うようにする。 

・校内指定の体操服を、各競技に合った着用の仕方をする。 

・体育理論として、座学を取り入れる。 

 

２ 学習の到達目標 

心と体を一体としてとらえ、健康・安全や運動についての理解と運動の合理的、計画的な実践を

通して、生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続する資質や能力を育てるとともに健康の保

持増進のための実践力の育成と体力の向上を図り、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を育て

る。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断 c:運動の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

運動の楽しさや喜び

を味わうことができ

るよう、運動の合理

的な実践に積極的に

取り組もうとする。

また、個人生活にお

ける健康・安全につ

いて関心を持ち、意

欲的に取り組もうと

する。 

生涯にわたって運動

に親しむことをめざ

して、学習課題に応

じた運動の取組み方

や健康の保持及び体

力を高めるための運

動の組み合わせ方を

工夫している。また

個人生活における健

康・安全について、課

題の解決をめざして

考え、判断し、それら

を表している。 

運動の合理的な実践

を通して、運動の特

性に応じた基本的な

技能を身につけてい

る。 

運動の合理的な実

践に関する具体的

な事項及び生涯に

わたって運動に親

しむための理論に

ついて理解してい

る。また、個人生活

における健康・安全

について課題の解

決に役立つ基礎的

な事項を理解して

いる。 

評
価
方
法 

技能テスト 

実践テスト 

レポート 

観察等 

技能テスト 

実践テスト 

レポート 

観察等 

技能テスト 

実践テスト 

レポート 

観察等 

技能テスト 

実践テスト 

レポート 

観察等 



上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１ ラ
グ
ビ
ー 

○学習のねらいや内容を理

解し、学習の見通しをも

つ。 

・学習の進め方や約束事項を

確認する。 

・健康・安全に気を配る意義

について学習する。 

 

○ ○   a:ゴール型の学習に、単元を通

して自主的に取り組もうと

している。 

b:常に健康・安全を確保して活

動しようとしている。 

 

技能テス

ト 

実践テス

ト 

レポート 

観察等 

○簡略化されたルールのラグ

ビーを行い、ボール操作、

ボールを持たない動きに係

る技術的なポイントと行い

方を理解し、練習やゲーム

をする。 

・パスをもらうための動きを理

解し、ポジショニングを確認

する。 

・キックの仕方を確認し、攻撃

の幅を広げる。 

 

○ ○ ○ ○ ａ：作戦など、チームの動きに、

単元を通して参加しようと

している。 

ｂ：練習やゲームに常に、健康・

安全に留意している。 

ｃ：仲間と協力する場面で、分

担した役割に応じた協力の

仕方を修正している。 

ｄ：得点しやすい空間にいる味

方に正確にパスを出すこと

ができる。 

 

○学習のまとめを行う。 

 

○    ａ：学習に単元を通して積極的

に取り組もうとしている。 

 

水
泳 

○平泳ぎの学習の見通しをも

つ。 

○水泳の学習準備をする。 

 

○ ○   a:平泳ぎの特性や成り立ちに

ついて関連する事項も含め

て具体例をあげている。 

b:用具の取り扱いなどの安全

に常に留意している。 

 

技能テス

ト 

実践テス

ト 

レポート 

観察等 



○学習の進め方と平泳ぎの

特性について知る。 

・平泳ぎの足で長く伸びたキ

ックをする。 

・平泳ぎの手のかきでは、逆

ハート型を描くように水をか

く。 

・プルの書き終わりと同時に

口を水面上に出して息を吸

い、キックのけり終わりに合

わせて伸びをとり進む。 

 

○ ○ ○ ○ a:平泳ぎの学習に、単元を通し

て積極的に取り組もうとし

ている。 

b:手と足、呼吸のバランスをス

ムーズにとりながら長く泳

ぐことができる。 

c:泳法を身につけるための運

動のおこない方のポイント

を適切に身につけている。 

d:学習した安全上の留意点を

他の練習場面に当てはめて

改善している。 

 

○記録の向上や競争の楽し

さを味わう。 

・学習の成果を発表する。 

○ ○ ○ ○ a:ルールやマナーを常に守ろ

うとしている。 

b:指示された事柄について、常

に分担した役割を果たそう

としている。 

c:単元を通して勝敗などを認

めようとしている。 

d:技術の名称や行い方につい

て、学習した具体例を一定以

上挙げている。 

２ 柔
道 

○学習の見通しをもつ。 

・柔道の伝統的な考え方、体

力の高め方、健康・安全の確

保を身につける。 

 

○ ○   A：我が国固有の文化として国

際社会においても役立つな

ど、柔道の伝統的な考え方に

ついて理解したことを、例を

挙げながら言ったり、書きだ

したりしている。 

b:相手を尊重し、伝統的な行動

の仕方を、単に短所を守るの

だけではなく自らの意思で、

常に大切にしようとしてい

る。 

 

技能テス

ト 

実践テス

ト 

レポート 

観察等  

 

 

 

 

 

 

 



○基本動作の練習を行う。 

・受け身 

・崩しと体さばき 

・進退動作 

・寝技 

・組み手 

・形 

 

○ ○ ○  a:相手の動きの変化に応じた

基本動作が正しく滑らかに

できる。 

b:柔道の学習に、単元を通して

自主的に取り組もうとして

いる。 

c:提供された攻防の仕方から、

自己に適した攻防の仕方を

的確に選んでいる。 

 

○簡易試合を行う。 

○学習のまとめをする。 

○ ○   a:ルール、審判や運営など、試

合の行い方について、学習し

たすべての具体例を挙げて

いる。 

b:武道を継続して楽しむため

の自己に適した関わり方を

適切に見つけている。 

３ バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル 

○学習のねらいや内容を理

解し、学習の見通しをも

つ。 

・学習の進め方や約束事項を

確認する。 

・健康・安全に気を配る意義

について学習する。 

 

○ ○   a:ゴール型の学習に、単元を通

して自主的に取り組もうと

している。 

b:常に健康・安全を確保して活

動しようとしている。 

 

技能テス

ト 

実践テス

ト 

レポート 

観察等 



○ボールキープの動きをゲー

ムで活用する。 

・ドリブルや受けやすいパス

等のボールキープを行う。 

・学習成果を高めるための技

術や名称や運動のおこな

い方を言える。 

○空間へ走りこんだり、作りだ

したりする動きを行う。 

・パス後にパスを受けようとす

る動きをしたり、ボール保持

者やゴールから離れたりす

る。 

・自分たちに適した練習を選

ぶ。 

○安定したシュートやボール

を持たない人への守備を

行う。 

・シュートタイミングやボール

の動きを確認する。 

・分担した役割を果たす意義

を理解する。 

・ゴール前の空間のカバーの

仕方などを確認する。 

 

○ ○ ○ ○ a:味方が操作しやすいパスを

正確に使い分けることがで

きる。 

b:守備者とゴール方向への意

識をもちながら安定してボ

ールキープができる。 

c:パスを出した後に次のパス

を受ける動きが連続してス

ムーズにできる。 

d:ボールの位置や空間の状態

を正確に判断し、状況に合っ

た動きで空間を作ることが

できる。 

 

○これまでの学習を生かし、

相手を互いに尊重しながら

ゲームを行い、学習をまと

める。 

○  ○  a:試合の行い方について、学習

した全ての具体例を挙げて

いる。 

 

c:安全に留意し、ルールを活か

して技能を発揮する。 



１
～
３ 

体
つ
く
り
運
動 

○体ほぐしの運動 

・仲間とかかわり合いながら、

手軽な運動や律動的な運

動をねらいに応じて行う。 

○体力を高める運動 

・体の柔らかさ、巧みな動き、

力強い動き、動きを持続す

る能力を高める運動を行

う。 

○ ○ ○ ○ a:仲間と分担した役割を単元

を通して積極的に関わろう

としている。 

b:仲間や自分の心身の状態に

応じて、課題に応じた活動を

選んでいる。 

c:関節や筋肉の動きに合った

合理的な運動の行い方を自

己の状況などに応じて、適切

な理由に基づいて選んでい

る。 

d:指示された場面に留まらず

単元を通して、助け合いなが

ら運動しようとしている。 

技能テス

ト 

実践テス

ト 

レポート 

観察等 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断 

c:運動の技能      d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 

 

 


